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合計(人)その他
介護老人
保健施設

老人
ホーム

自宅
病院

診療所年

5,739 84 21 154 950 4,530 平成２０年

5,88286382599394,560平成２２年

6,17196404451,0844,506平成２４年

6,383105535421,1734,510平成２６年

6,37395666571,2544,301平成２８年

6,83899648301,3884,457平成３０年

6,813114639151,6254,096令和 2年
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【課 題】
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7地区 ３地区

世田谷

総合支所

保健福祉セ
ンター

北沢

総合支所

保健福祉
センター

玉川

総合支所

保健福祉
センター

砧

総合支所

保健福祉
センター

烏山

総合支所

保健福祉
センター

【福祉保健領域】保健福祉政策部、障害福祉部、高齢福祉部、
子ども･若者部、児童相談所、保育部、世田谷保健所
【区民生活領域】地域行政部

全
区

地
域

地
区

＜本庁組織＞

＜まちづくりセンター＞
・まちづくりセンター

・あんしんすこやかセンター

（地域包括支援センター）

・社会福祉協議会地区事務局

＜総合支所＞
・地域振興課

生活支援課
保健福祉課
健康づくり課
子ども家庭支援課

保健福祉センター

Ｈ21～もの忘れ相談窓口 Ｈ28～地区連携医 Ｈ30～在宅療養相談窓口

Ｈ2３～ 高齢者地区見守りネットワーク（まちセン・あんすこ・社協）

池尻
太子堂
若林
上町
経堂
下馬
上馬

奥沢
九品仏
等々力
上野毛
用賀
二子玉川
深沢

祖師谷
成城
船橋
喜多見
砧

上北沢
上祖師谷
烏山

北沢
梅丘
代沢
新代田
松原
松沢



支援を必要とする区民

1.「福祉の相談窓口」(三者の一体化)＋児童館【４者連携】

地区行政窓口
（まちづくりセンター）

地域包括支援センター
（あんしんすこやかセンター）

社会福祉協議会

総合支所・本所・関係機関

12

高齢者・障害者・子育て世帯等
の困りごとの相談

NPO 住民団体 町会・自治会 事業者

関係機関へのつなぎバックアップ
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2,967円166億円12,194人120,817人

6,180円566億円40,045人184,244人

2.08倍3.41倍3.28倍1.52倍



2,967 3,117

3,983
4,275

5,100

5,850

6,450
6,180

6,989

2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018 2021 2025

保険料は当初から２倍以上に上昇。

第８期保険料は、２７０円低下
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要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請

認
定
調
査
（
本
人
・
家
族
／
自
宅
等
）

主
治
医
意
見
書
（
区
が
医
師
に
依
頼
）

審
査
判
定
（
認
定
審
査
会）
60
部
会

認
定
／
区
長
（
要
支
援
１・
２
要
介
護
１
～
５
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
作
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始



第
1
号
65
歳
以
上

第
2
号
40
～
64
歳
の
医
療
保
険
加
入
者 22

【特定疾病】末期がん、関節リウマチ、ＡＬＳ、初老期認
知症、脊髄小脳変性症、多系統萎縮症、脳血管疾患等
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Ｈ28.4スタート

28

支えあいサービス
令和２年度担い手534人

利用者108人

元気で健康がいちばん！

健康寿命を延ばし、いきいきと生活していくため
に最近の研究では、運動や食事のほかに、社会参加
が健康長寿に効果的であることがわかっています。
区では、支える人も、支えられる人も、「みんな

が元気」を目指して、区民ひとりひとりが地域で活
動・活躍する取り組みを推進していきます。

住民参加型の訪問型サービスで
す。要支援者等に対して、協力
者として登録した区民が掃除な
どの簡単な家事援助を行います。

協力者も、社会貢献できるこ
との充実感ややりがいを感じて
います。

通所型サービスです。要支援者等を対象に、
昼食や体操、脳トレ等、工夫を凝らした活
動を区民等が運営しています。

運営者だけでなく、参加者も役割を持っ
ていきいきと活動しています。

地域デイ 令和２年度19か所
利用者８4人
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•
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•

•
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オレンジカフェ認知症カフェ
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古い考え方

×
新しい考え方

◎

41

一人ひとりが、考え方をチェンジ！！
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意欲

機能 環境

体 力

（活動の源）

【機能】
麻痺、脱
水、病気

【環境】人的環境：放置、過保護

物理的環境：家屋構造、手すり、ベッド等

【意欲】体力の次に大事なのが、意欲。諦め、孤立が
意欲をなくす。意欲的な生活を送るには、友人・知人
との関係が重要。交流、役割を持つこと。

【体力】体力が基本。体力がないと何もでき
なくなる。不規則な生活、閉じこもった生活
は、体力・知力が低下する。
離床⇒外出⇒活動的な生活、規則的な生活

◎“きょうよう”と
“きょういく”が大事

◎友・文・道



①脱水 ①友達・仲間

②低栄養

③運動不足 ②役割・家族関係
・寝たきり

④便秘

⑤病気 ③地域交流

ＡＤＬの低下・認知力の低下

水(1500cc)・めし・うん・うん＋お口＋社会交流＋役割
44

年齢的な物忘れ・閉じこもった生活

身
体
的
活
動
性

役
割
・
社
会
関
係

水分・食事・運動・排便・口腔ケア・社会交流・役割



めし

うん
（運動）

うん
（便）

45





47



48



49



50



51



52



カフェ

調
理
実
習
室

実
習
室





福祉の仕事を始めたい方の資格や職種等、仕事や職場の人間関係、働
く環境、労務関係、メンタルヘルスの相談、介護や福祉の技術について
研修センターで相談をお受けします。職員による「しごと はじめて相談」
臨床心理士による「面接相談」、社会保険労務士や介護福祉士等による
「メール相談」があります。 相談は無料です。

研修センター:福祉のしごと相談専用電話 03-6379-4291
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